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http://web.tohoku.ac.jp/maibun/東北大学埋蔵文化財調査室ウェブサイトはこちら→

各調査地点の詳しい成果は、『東北大学埋蔵文化財調査年報』、『東北大学埋蔵文化財調査室調

査報告』にまとめております。東北大学附属図書館で閲覧できます。

全国遺跡報告総覧 http://sitereports.nabunken.go.jp/ja からダウンロードもできます。

東北大学機関リポジトリからダウンロードできます。 http://tohoku.repo.nii.ac.jp/

　特に現状保存されない遺跡の調査では、報告書は調査後失われる遺

跡の代わりに後世に残す記録の中心となります。

　皆さんが日々、大学生活を送るキャンパス内に遺跡があることはご

存知でしょうか。川内南キャンパスは仙台城二の丸地区の上に立って

おり、川内北キャンパスは二の丸北方武家屋敷地区の上にあります。

　青葉山キャンパスは青葉山Ｂ遺跡、青葉山Ｃ遺跡、青葉山Ｅ遺跡の

縄文時代と旧石器時代の遺跡の上にあります。東北大学電子光理学研

究センターがある富沢地区では、縄文時代や古墳時代に土器を作るた

めに粘土を採掘した芦ノ口遺跡があります。

　皆さんの足元には豊かな歴史の痕跡が遺されており、校舎を建てる

時や水道管などを改修する時、必ず発掘調査をしております。

　さて、遺跡の発掘調査ですが、実は調査現場では完結しないのです。

調査で得られた遺構 (柱の痕跡や池跡・溝跡など )の記録や取り上げ

た遺物 (お茶碗など当時使われていたもの )を室内で整理し、さらに

必要な記録を取り、まとめたものを報告書として作成します。報告書

を作成してようやく発掘調査の一連の業務は完結します。

川内北キャンパス

川内南キャンパス

青葉山キャンパス

富沢地区

青葉山Ｅ遺跡

青葉山Ｃ遺跡

青葉山Ｂ遺跡

二の丸北方武家屋敷

各キャンパス・地区の発掘調査報告書

  報告書刊行後も、別の地点や地区の新しい調査成果が明らかになる

と、過去の報告書の内容にどのような影響を与えるか常にチェックし

ております。つまり調査する範囲が増えるにつれ新しい知見も得られ

ますが、この成果を過去に刊行した報告書の内容にもフィードバック

し、成果の充実を図ります。このような成果は新しい報告書に反映さ

れたり、論文として報告されることもあります。報告書の刊行は発掘

調査の一区切りですが、そこで終わりではないのです。

　東北大学埋蔵文化財調査室では、

各キャンパス・地区で発掘調査し

た遺跡の報告書を継続的に刊行し

ています。また、報告書は図書館

でも閲覧できますが、それ以外に

下のサイトからデータをダウンロ

ードできます。多くの皆さんが簡便に報告書を利用できるようにして

おります。

記録をまとめる- 整理作業 -
東北大学埋蔵文化財調査室

東北大学埋蔵文化財調査室だより vol.6
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ピット 30

ピット 31
ピット 32

ピット 14
ピット 15

ピット 16

土坑 61.0mＡ′

Ａ

ピット 14

　1　10YR3/1 黒褐色　砂質シルト　粘性弱・しまり強　白色・黄色土粒、炭化物を含む　径 3-15cm の礫を多量に含む

ピット 15

  1　10YR6/3 にぶい黄橙色　シルト　粘性中・しまり弱　長さ 6-24cm 程の円礫多く含む　灰白色・明黄褐色の粘土ブロックを含む　

　2　10Y5/1.5 褐灰色　シルト質　粘土　粘性中・しまり弱　炭化物を境不鮮明に含む　長さ 3-5cm 程の礫を疎らに含む

　　 土師質土器を含む　

ピット 16

　1　10YR5/3 にぶい黄褐色　粘土質シルト　粘性中・しまり中　灰白粘土質シルト -シルト質粘土のブロックを疎らに含む

　　 径 2-3cm 程の礫を疎らに含む　

　2　10YR6/2 灰黄褐色　砂質シルト　粘性弱・しまり中　明黄褐色粘土質シルトブロックを多く含む　

ピット 17

　1　10YR3/2 黒褐色　粘土　粘性強・しまり中　径 1㎝程度の炭化物を上部に多く含む　径 5㎝程度の石を多く含む　

　2　10YR5/6 黄褐色　砂質シルト　粘性中・しまり中　白色土粒を含む　上層の石がくいこむ　

　3　10YR4/2 灰黄褐色　粘土　粘性強・しまり強　にぶい黄橙粘土・褐色土が稿状になる　白色・黄褐色土粒を含む　

ピット 30・31・32

　1　10YR4/4 褐色　砂質シルト　粘性弱・しまり中　黒色土炭化物、黄色・白色土粒を斑状に含む 
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図 27　二の丸第 18 地点6B区の遺構

Fig.27 Features of area 6B at NM18
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図　　　　武家屋敷地区第 11 地点出土磁器（４）

Fig.　　　Porcelains from BK11(4)

CJ3

CJ4
CJ5

CJ7
CJ6

CJ1 CJ2

CJ14

CJ12

CJ13

CJ15

CJ16

CJ11

CJ8 CJ9

CJ18

CJ10

CJ17

図版 22 武家屋敷地区第 16 地点出土磁器
Pl.22 Porcelains from BK16
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洗浄・注記

接合・補修

分類・集計

実測 (原図作成）

トレース

未整理の状態

遺物整理の工程遺構図面整理の工程

現場測量生データの調整

台帳の作成

写真の分類・調整

図面のレイアウト
写真のレイアウト

図面のレイアウト
写真のレイアウト

報告書掲載用図面

の作成

報告書作成の工程は大きく遺構と遺物の 2つに分けられます

現場で作成した遺構図面や上空から撮影した写

現場で袋詰めして、運びます。

泥を良く落とし、現場で調査カード

注記後に各遺構やエリアごとに遺物を整理し

実測が終了した図面をパソコンを用いて丁寧

遺構と遺物の整理の進行に合わせて常に情報の共有

遺物の平面形や断面の形態が分かるような投

遺構の平面図と土層の断面図を組み合わせ、

遺構写真も大きさをきめて配置します。建物

発掘調査と同様に多く

遺構・遺物の内容を総合的にまとめて発掘調査報告書の完成

遺構の様相を整理するため、各遺構それぞれ

各遺物を説明する

各遺構を説明する文

裏面は報告書の作成過程

( 整理作業 ) をまとめました

平面図

断面図

章や遺構の造られた

順番を説明する表の

作成 文章や特徴を記載

した観察表の作成

真から作成した測量図面を調整して、遺跡の様

相がつかめるようにします。上の写真は空撮の

写真に遺構の図面を反映させたものです。

の図面や写真を整理し、台帳を作成します。

土層の説明文を加えた図面を製図し、大きさ

をきめて報告書の遺構図面とします。

の柱の痕跡を線で結んで建物の規模を分かり

やすくするような場合もあります。

空撮測量図面の調整

に書かれた情報 (日付、どの遺構か

物に直接書き込みます。

ら、どの層位から出土したか )を遺

て、陶器・磁器・かわらけなど種別ごとに分

け、接合・補修を行います。遺跡ではバラバ

ラの破片で見つかりますが、丹念に接合して、

一個体に近づけます。この後に各遺物がどの

土層から、どの遺構のどの土層から何点出土

したか、細かく集計します。

影図を作成します。

にトレースし、大きさを合わせて、各遺構や

土層ごとに並べて、報告書用の図面にします。

遺物写真も写場で撮影し、パソコン上で同様

に大きさを合わせて分かりやすく並べます。

の過程を経て、調査記

録が報告書として刊行

されます。


